
４
月
24
日
、
80
名
を
超
え
る

仲
間
の
結
集
の
下
「
４
・
２
５

安
全
問
題
を
検
証
す
る
集
会
」

が
こ
く
ろ
う
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。冒

頭
、
福
知
山
線
で
の
犠
牲

者
１
０
７
名
と
、
以
降
発
生
し

た
事
故
の
犠
牲
者
に
対
す
る
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
橋
本
地

方
本
部
委
員
長
は
、
①
09
春
闘
、

新
入
社
員
獲
得
な
ど
の
取
り
組

み
に
対
す
る
感
謝
②
規
制
緩
和

が
２
０
０
０
年
か
ら
実
施
さ
れ
、

車
両
や
設
備
メ
ン
テ
部
門
に
導

入
さ
れ
た
結
果
、
行
き
過
ぎ
た

合
理
化
に
よ
る
事
故
や
輸
送
混

乱
に
つ
な
が
っ
て
い
る
③
事
故

の
教
訓
に
学
び
安
全
問
題
を
追

及
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
「
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
」
は
そ
の
た
め
に
設

置
を
し
た
等
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
。

安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
か
ら
は
、
こ
の
間
の
16
回
に

及
ぶ
会
議
の
開
催
と
そ
の
中
で

の
活
動
経
過
、
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
提
起
が
さ
れ
、
引
き
続

き
全
体
で
事
故
撲
滅
を
目
指
し
、

後
を
絶
た
な
い
事
故
等
に
関
す

る
情
報
を
「
会
議
」
に
集
中
し

て
い
こ
う
と
確
認
し
た
。

集
会
で
は
、
こ
の
間
「
安
プ

ロ
」
で
取
り
上
げ
て
き
た
問
題

の
一
つ
で
あ
る
、
昨
年
９
月
に

発
生
し
た
黒
磯
駅
構
内
に
お
け

る
感
電
死
亡
事
故
に
つ
い
て
、

仙
台
地
本
電
気
協
議
会
千
葉
議

長
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

同
議
長
は
「
05
年
に
発
生
し

た
奥
羽
線
環
金
ト
ン
ネ
ル
で
の

感
電
死
亡
事
故
と
同
じ
『
日
本

電
設
』
の
協
力
会
社
で
の
事
故

で
あ
り
、
２
年
９
ヶ
月
で
同
じ

感
電
死
亡
事
故
が
起
き
て
い
る

点
で
は
対
策
が
機
能
し
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
元

請
だ
け
で
は
な
く
Ｊ
Ｒ
本
体
の

責
任
も
大
き
い
。
本
日
、
関
連

す
る
申
入
れ
に
基
づ
く
団
体
交

渉
を
開
催
し
た
が
、
会
社
側
担

当
委
員
の
不
在
で
十
分
な
議
論

が
出
来
な
か
っ
た
。
再
度
、
具

体
的
問
題
を
指
摘
し
、
実
効
性

の
あ
る
対
策
と
職
場
の
安
全
確

保
に
結
び
付
け
て
行
き
た
い
」

と
決
意
を
含
め
た
報
告
を
行
っ

た
。

３
月
19
日
、
09
国
労
青
年
・

婦
人
・
家
族
中
央
行
動
が
開
催

さ
れ
、
仙
台
か
ら
は
家
族
会
の

真
屋
さ
ん
と
私
が
参
加
。
行
動

は
、
午
前
中
に
中
野
麻
美
弁
護

士
に
よ
る
『
労
働
者
派
遣
法
の

抜
本
改
正
と
労
働
組
合
の
課
題
』

と
題
し
た
講
演
と
濱
中
書
記
長

か
ら
情
勢
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

派
遣
労
働
者
と
似
た
待
遇
の

契
約
社
員
（
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
）
が
東
日
本
に
も
１
５
０
０

人
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
５
年

で
雇
用
が
打
ち
切
ら
れ
る
制
度

で
あ
り
、
国
労
も
全
体
の
問
題

と
し
て
受
け
止
め
正
社
員
化
を

求
め
る
署
名
を
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
。
身
近
な
仲
間
の
労

働
条
件
を
改
善
さ
せ
る
た
め
に

も
、
均
等
待
遇
を
求
め
労
働
組

合
が
し
っ
か
り
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
再
度
実
感
。

全
体
交
流
で
は
、
青
年
部
の

明
る
く
前
向
き
な
発
言
、
闘
争

団
家
族
の
声
に
た
く
さ
ん
の
元

気
と
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

午
後
は
新
橋
支
部
の
仲
間
と

デ
モ
行
進
。
『
不
採
用
問
題
の

早
期
解
決
』
と
『
春
闘
勝
利
』

を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
青
婦
家
中
央
行
動

成
功
に
向
け
た
カ
ン
パ
は
地
本

で
２
４
，
０
５
０
円
を
集
約
。

全
体
の
カ
ン
パ
に
よ
り
学
習

と
交
流
、
そ
し
て
大
衆
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
、
元
気
と
勇
気
を
与
え

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
報
告
と

し
ま
す
。
【
婦
人
部
・
佐
藤
】
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４
・
11

婦
人
部
常
任
委
員
会

４
・
14

地
方
執
行
委
員
会
・
闘
争
委
員
会

４
・
15

団
交
（
09
年
度
総
合
車
セ
関
係
業

務
改
善
・
申
21
号
積
み
残
し
）

４
・
18

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

４
・
24

安
全
問
題
を
検
証
す
る
集
会

４
・
24

団
交
（
安
全
問
題
で
の
申
し
入
れ
・

申
８
号
）

５
・
１

メ
ー
デ
ー

５
・
10

09
春
闘
中
間
総
括
会
議

４月４日（土）福島県郡山市ビッ
クアイに於いて、郡山地区連帯する会
主催による「国鉄闘争報告・交流集会」
が開催された。同会は、「国鉄闘争」
の闘いの節々で地区集会・交流会等を
開催し、情勢
認識を確認し
てきており、
今回もその
一環として取
り組まれ、集
会には８６名の仲間が参加した。
集会は斎藤幸次会長を始め来賓各位の
挨拶の後、鉄建公団訴訟原告団酒井団
長と国労仙台地本大沼書記長から国鉄
闘争の現状と裁判闘争の報告を受けた。

その後職場報告として、郡山駅連
合分会の七海弘昌氏と貨物福島分会の
橋本吉孝氏から、それぞれ「分割・民
営化」以降のJRの職場実態が報告され、
交流を深めた。また、闘いの報告とし

て、郡山のパナ
ソニック電工で
派遣として１
７年半働き、
昨年９月に解雇
され解雇撤回の

闘いに立ち上がった佐藤昌子氏より
「立ち上がれない・声を出せない人が
当たり前に立ち上がれる様に…我慢し
たり泣き寝入りしない様に、そうした
条件を作る事が私の闘いの目標の一つ」

と力強い決意を受けた。

【報告者：郡山地区連帯する会
高橋 寛氏】＝国鉄闘争団共闘会
議の新着ニュース「郡山地区『国
鉄闘争団報告・交流集会』報告か
ら一部抜粋・転載。全文は以下の
サイトから（http://www7b.biglob
e.ne.jp/~tomonigo/）

挨拶する橋本委員長

地
方
本
部
は
４
月
24
日
、
宮
城
・
福
島
両
県
に
お
い
て
、
安

全
問
題
を
検
証
す
る
集
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
集
会
は
05
年
４
月
25
日
、
鉄
道
史
上
最
大
の
惨
事
と
な
っ

た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
で
発
生
し
た
脱
線
・
転
覆
事
故
、
同

年
12
月
に
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
羽
越
線
で
の
脱
線
転
覆
事
故
、

翌
年
１
月
、
西
日
本
伯
備
線
で
発
生
し
た
作
業
員
触
車
死
傷
事

故
に
鑑
み
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
を
発
生
さ
せ
な

い
た
め
、
職
場
の
安
全
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

退
職
の
お
知
ら
せ

３
月
31
日

渡
部
彦
一
さ
ん

若
松
地
区
分
会

（
保
線
）

宍
戸
和
男
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所
分
会

エ
ル
ダ
ー

菅
原
忠
志
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合
分
会

佐
藤
敏
勝
さ
ん

郡
山
駅
連
合
分
会

エ
ル
ダ
ー

安
齋

孝
さ
ん

若
松
地
区
分
会

（
保
線
）

志
賀
俊
則
さ
ん

仙
台
・
宮
城
野
運
輸
区

エ
ル
ダ
ー

日
野
吉
政
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所
分
会

田
代
修
司
さ
ん

若
松
地
区
分
会

（
保
線
）

４
月
30
日

金
野

朗
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合
分
会

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た



４
月
18
日
、
こ
く
ろ
う
会
館

に
於
い
て
、
第
15
回
国
労
仙
台

地
本
電
気
協
議
会
定
期
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
は
大
橋
事
務
長
の
司

会
で
開
会
し
、
議
長
に
は
小
野

委
員
（
貨
物
福
島
）
を
選
出
し

議
事
に
入
っ
た
。

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
千
葉
議

長
は
「
今
日
の
金
融
危
機
・
世

界
同
時
不
況
は
、
日
本
経
済
に

も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
景
気

後
退
を
理
由
に
数
多
く
の
労
働

者
が
解
雇
と
同
時
に
路
上
に
放

り
出
さ
れ
た
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
電
気

職
場
で
は
、
①
設
備
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
以
降
の
職
場
の
問
題
②
職

場
に
お
け
る
技
術
継
承
、
技
術

力
の
低
下
の
課
題
③
平
成
採
・

若
年
者
へ
の
対
応
④
貨
物
会
社

で
の
購
入
券
割
引
制
度
の
廃
止

に
よ
る
負
担
増
⑤
組
織
の
強
化
・

拡
大
等
の
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
安
全
・
安
定
輸
送
、
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環

境
の
確
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
各

委
員
の
真
摯
な
発
言
・
討
議
を

要
請
す
る
」
と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
東
日
本
電
気
協

議
会
中
沢
議
長
、
盛
岡
・
佐
藤

議
長
、
秋
田
・
佐
々
木
議
長
、

仙
台
地
本
橋
本
委
員
長
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
問
題
提
起

と
こ
れ
ま
で
の
闘
い
の
経
過
や

取
り
組
み
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◆
平
成
採
が
職
場
に
入
り
活
性

化
し
た
が
、
現
場
に
出
て
も
自

分
が
何
を
す
べ
き
か
わ
か
ら
な

い
。
工
事
監
督
を
年
に
３
件
す

る
よ
う
に
言
わ
れ
て
る
よ
う
だ

が
、
資
料
が
何
も
渡
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
。
安
全
も
含
め
会

社
は
し
っ
か
り
と
教
育
を
し
て

か
ら
Ｍ
Ｃ
に
出
し
て
ほ
し
い
。

◆
過
日
鍋
田
踏
切
で
事
故
が
発

生
、
見
通
し
距
離
の
関
係
で
不

具
合
箇
所
は
即
修
繕
、
昨
年
は

保
安
監
査
に
向
け
て
多
数
の
修

繕
を
し
た
が
、
通
常
検
査
や
雪

害
報
告
で
の
修
繕
依
頼
を
し
て

も
実
施
さ
れ
な
い
実
態
に
あ
り

改
善
を
。

【
新
庄
連
合
】

◆
自
動
車
運
転
が
若
手
に
固
定

化
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
長
距
離

運
転
も
多
く
安
全
の
問
題
も
あ

る
。
年
配
者
は
手
当
支
給
が
な

い
か
ら
運
転
し
た
が
ら
な
い
。

運
転
手
当
を
支
給
す
る
よ
う
制

度
要
求
を
。

◆
４
月
２
日
、
奥
羽
線
南
陽
市

鍋
田
踏
切
で
死
亡
事
故
が
発
生
。

当
日
に
デ
ー
タ
解
析
し
、
翌

日
に
「
信
号
に
は
不
具
合
は
無

か
っ
た
」
と
報
告
。
事
故
調
査

委
員
会
が
発
足
し
、
見
通
し
距

離
８
０
０
ｍ
は
大
丈
夫
と
。
し

か
し
科
長
等
が
臨
時
列
車
を
走

ら
せ
て
確
認
し
た
ら
３
〜
４
百

ｍ
し
か
無
か
っ
た
。
河
北
新
報

に
は
「
見
通
し
距
離
が
取
れ
て

い
れ
ば
死
亡
事
故
は
防
げ
た
か

も
」
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

仙
台
技
セ
で
は
、
事
故
が
起

き
な
く
て
も
検
修
項
目
を
追
加

し
見
通
し
距
離
検
査
を
行
う
予

定
で
あ
っ
た
。

【
仙
台
信
通
】

◆
新
人
・
若
手
は
技
セ
に
一
年

間
各
科
を
３
ヶ
月
毎
に
廻
っ
て

い
る
が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
Ｍ
Ｃ

に
廻
さ
れ
て
も
困
る
。
オ
ー
ト

マ
限
定
や
軌
陸
車
を
運
転
出
来

な
い
者
が
多
く
、
会
社
が
資
格

を
取
ら
せ
て
か
ら
Ｍ
Ｃ
に
廻
し

て
欲
し
い
。

◆
若
手
は
研
修
が
非
常
に
多
く

Ｍ
Ｃ
の
要
員
が
少
な
く
な
り
、

結
果
的
に
技
セ
か
ら
助
勢
と
な

り
本
来
業
務
が
出
来
な
い
。

◆
若
手
は
、
業
務
以
外
に
も
色
々

な
報
告
や
レ
ポ
ー
ト
が
多
す
ぎ

て
こ
ぼ
し
て
い
る
。

【
仙
台
電
力
】

◆
保
全
職
場
は
多
職
種
に
わ
た

り
寄
せ
集
め
状
態
に
あ
る
。
若

手
と
中
堅
は
半
々
。
管
理
者
は

広
域
な
異
動
が
あ
り
、
乗
車
券

割
引
制
度
廃
止
は
厳
し
い
様
子
。

◆
10
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
、
そ
れ

よ
り
55
才
で
30
％
減
は
痛
い
！

「
ば
か
ば
か
し
く
て
や
っ
て
ら

れ
な
い
」
と
、
先
輩
が
今
年
退

職
し
た
。

◆
若
手
は
障
害
が
発
生
し
て
も

何
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら

な
い
。
外
注
化
で
設
備
に
慣
れ

て
な
く
自
分
達
が
教
え
る
し
か

な
い
状
態
。
会
社
の
教
育
は
？

◆
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
投
薬
を

続
け
て
回
復
し
た
が
、
現
場
に

出
れ
な
い
実
態
。
Ｊ
Ｒ
病
院
は

基
準
が
厳
し
す
ぎ
る
の
で
は
？

【
貨
物
宮
城
】

◆
22
年
ぶ
り
に
地
元
に
戻
っ
た
。

平
成
15
年
に
新
型
検
測
車
が
導

入
さ
れ
た
が
、
磨
耗
管
理
や
高

さ
・
偏
位
も
検
測
車
。
団
交
整

理
は
最
後
に
は
必
要
に
よ
り
現

場
確
認
と
思
う
が
、
現
状
は
要

注
デ
ー
タ
の
発
生
、
即
至
近
距

離
検
査
の
実
態
で
は
な
い
か
。

◆
最
近
、
「
至
近
距
離
検
査
の

際
に
支
持
物
毎
に
止
ま
っ
て
検

査
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と

い
う
声
が
技
セ
の
助
役
か
ら
聞

こ
え
る
。
団
交
の
仕
切
り
を
守

る
事
が
重
要
で
は
な
い
か
。

◆
競
合
把
握
シ
ス
テ
ム
が
滞
っ

て
線
閉
中
止
が
一
度
や
二
度
で

は
な
い
。
試
使
用
で
も
職
場
は

大
混
乱
で
あ
る
。
実
際
に
使
え

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

【
福
島
地
区
】

◆
福
島
で
ケ
ー
ブ
ル
切
断
事
故

が
発
生
。
東
労
組
は
連
日
集
会

を
開
催
、
内
容
は
「
組
合
員
は

我
々
が
守
っ
て
や
る
」
的
な
内

容
だ
と
言
う
。
分
会
は
「
要
請

文
」
を
発
し
た
が
ク
レ
ー
ム
が

付
き
「
声
明
」
に
！
そ
の
後
は

尻
切
れ
ト
ン
ボ
に
な
っ
て
、
現

在
は
鍵
の
管
理
の
徹
底
を
し
て

い
る
。

◆
新
採
対
策
は
今
年
は
名
刺
と

パ
ン
フ
の
配
布
を
し
て
い
る
。

◆
鍋
田
踏
切
事
故
の
対
策
は
、

特
殊
信
号
発
光
機
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

が
本
体
の
み
踏
切
に
設
置
さ
れ

て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
広
角
タ

イ
プ
（
視
認
性
向
上
）
に
交
換

す
る
工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

【
郡
山
信
通
】

4
月
12
日
、
こ
く
ろ
う
会
館

に
お
い
て
、
国
労
仙
台
工
務
協

議
会
の
役
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
工
務
協
議
会
遊

佐
議
長
か
ら
の
職
場
実
態
報
告

と
、
郡
山
で
の
待
避
誤
り
、
小

牛
田
で
の
汽
笛
吹
鳴
を
受
け
た

事
象
に
つ
い
て
の
報
告
と
問
題

提
起
を
受
け
、
各
役
員
か
ら
は

職
場
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
や

安
全
問
題
に
つ
い
て
集
中
的
に

議
論
が
な
さ
れ
た
。

○
競
合
作
業
把
握
シ
ス
テ
ム

の
問
題

◆
新
幹
線
は
競
合
作
業
把
握
シ

ス
テ
ム
か
ら
除
外
さ
れ
て
お
り
、

保
守
用
車
が
在
来
線
（
山
形
新

幹
線
）
か
ら
新
幹
線
に
乗
り
入

れ
る
場
合
、
ま
た
そ
の
逆
の
場

合
は
、
二
重
手
間
に
な
る
な
ど

煩
雑
に
な
っ
て
お
り
、
大
変
さ

だ
け
が
残
る
。

◆
導
入
の
目
的
が
良
く
理
解
で

き
な
い
。
し
か
し
現
実
的
に
は

と
て
も
仕
事
に
影
響
し
て
い
る

が
、
現
場
の
科
長
自
体
が
取
り

扱
い
も
含
め
て
良
く
理
解
し
て

い
な
い
状
況
。

◆
分
か
る
人
と
分
か
ら
な
い
人

の
差
が
大
き
い
。

◆
試
行
導
入
す
る
前
に
、
全
員

に
対
し
て
教
育
し
、
同
じ
レ
ベ

ル
か
ら
始
め
る
体
制
を
取
る
べ

き
で
あ
る
。

◆
各
保
技
セ
で
の
や
り
方
が
違

う
た
め
、
統
一
し
た
や
り
方
を

指
導
す
べ
き
。

◆
会
社
線
の
列
車
番
号
が
出
て

こ
な
い
。

◆
ビ
ッ
ク
ロ
モ
が
運
休
の
場
合
、

確
保
出
来
る
筈
の
拡
大
間
合
い

が
削
ら
れ
て
し
ま
う
。

◆
電
報
手
配
の
列
車
、
変
が
付

く
列
車
等
、
前
日
で
も
シ
ス
テ

ム
に
反
映
さ
れ
な
い
。

◆
仙
台
支
社
は
試
行
で
行
う
状

況
が
多
す
ぎ
る
。
隣
接
す
る
支

社
の
制
度
や
シ
ス
テ
ム
が
違
う

状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

支
社
間
の
問
題
を
解
決
し
て
か

ら
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

○
新
型
ト
ラ
ム
ス
の
問
題

◆
仙
建
内
で
は
、
プ
ロ
パ
ー
の

人
が
教
育
に
行
っ
て
い
る
が
、

出
向
者
で
あ
る
自
分
達
に
は
何

の
説
明
も
な
い
。
や
っ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
で
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◆
「
や
り
な
が
ら
覚
え
ろ
」
で

は
進
ま
な
い
。
仕
事
し
な
が
ら

は
出
来
な
い
。

◆
今
後
の
担
務
変
更
や
異
動
時

の
引
継
に
問
題
が
残
る
。

◆
パ
ソ
コ
ン
が
多
く
て
、
仙
台

新
幹
線
保
技
セ
、
新
庄
保
技
セ

で
は
、
電
源
（
ブ
レ
ー
カ
ー
）

が
落
ち
る
。
消
費
電
力
を
考
慮

し
、
適
正
な
台
数
を
配
置
す
べ

き
。

◆
ロ
ム
で
単
価
が
違
っ
て
い
る

問
題
も
。

○
安
全
問
題

◆
磐
越
東
線
に
は
、
Ｔ
Ｃ
型
列

車
接
近
警
報
装
置
が
な
い
。
取

り
付
け
で
き
な
い
問
題
。

◆
原
則
線
閉
で
の
作
業
だ
が
、

実
態
は
違
う
状
況
。
間
合
い
も

な
く
、
人
も
い
な
い
。

◆
退
職
で
３
名
減
だ
が
後
補
充

な
し
で
仕
事
量
は
増
え
て
い
る
。

結
果
的
に
仕
事
優
先
と
な
り
安

全
が
お
ろ
そ
か
に
。
単
線
区
間

の
保
安
体
制
が
取
れ
な
い
。

◆
無
線
機
が
老
朽
化
で
使
い
物

に
な
ら
な
い
物
も
あ
る
。
自
己

診
断
機
能
付
き
無
線
機
は
現
在

製
造
さ
れ
て
い
な
い
。
安
全
、

安
全
と
言
う
が
支
社
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

◆
作
業
内
容
は
名
目
と
実
態
は

同
じ
に
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
山
形
〜
新
庄
Ｓ
Ｇ
線
は
臨
時

列
車
が
多
く
、
下
り
で
回
送
し

て
上
り
で
使
用
し
て
い
る
。
見

張
り
体
制
も
大
変
で
あ
る
。

○
地
方
本
部
業
務
部
か
ら

※
無
線
機
の
問
題
等
、
安
全
問

題
に
関
し
て
は
、
直
ち
に
取
り

組
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
仙
地
申
25
号
で
申
し
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。

競
合
把
握
シ
ス
テ
ム
、
新
型

ト
ラ
ム
ス
、
今
冬
期
の
問
題
に

関
し
て
は
工
務
協
で
集
約
し
地

本
に
提
出
を
要
請
す
る
。

ビ
ッ
ク
ロ
モ
の
問
題
点
関
係

は
東
日
本
本
部
に
提
出
済
み
。
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団結 抵抗 統一

議

長

千
葉

薫

副
議
長

堀
切

彰

事
務
長

大
橋

康

（
分
科
長
）

幹
線
電
力

立
山

昭
仁

在
来
電
力

橋
本

幸
一

通

信

梅
宮

繁

幹
線
信
号

佐
々
木

照

在
来
信
号

小
林

康
広

貨

物

木
元

敏
彰

事

務

佐
々
木

茂

会
計
監
査

長
谷
川
義
浩

会
計
監
査

鳶

修
二

以
上
の
役
員
体
制
で
向

こ
う
一
年
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す


